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情報配線システム標準化専門委員会
組織図

情報配線システム標準化専門委員会

ツイストペア情報配線システム
標準化グループ

光情報配線システム
標準化グループ

JIS原案作成グループ

海外調査団(随時)

ISO 11801審議グループ

ISO 14763－3審議グループ

マーケティンググループ
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ツイストペア情報配線システム標準化Ｇ
メンバー企業

・パナソニック株式会社

【順不同】

・パンドウイットコーポレーション

・倉茂電工株式会社 ・住友電設株式会社

・通信興業株式会社 ・コムスコープ テクノロジーズ ジャパン

・日本製線株式会社 ・株式会社 ＴＦＦ フルーク社

・冨士電線株式会社 ・R&M Japan 株式会社

・株式会社アクシオ ・NTTインテリジェント企画開発

・日本コネクト工業株式会社 ・一般社団法人電線総合技術センター

日本支社

株式会社

・岡野電線株式会社

・富士通ネットワークソリューションズ

合同会社

株式会社
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ＬＡＮ配線ガイド -トラブルシューティング編-
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・2006年のトラブルシューティングガイドのアップデート版

・2016年3月発行
JEITA刊行物、PDFファイル

・施工時/後、 想定される不良原因
について解説

・ツイストペア配線における一般的な不良原因
について
・正しいリンクモデルの選択
・テスト結果の見方、レポート解読上の留意事項
・チャネル試験とパッチコード試験について
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ISO/IEC JTC1/SC25 WG3 規格動向

7

・ISO/IEC 11801 3rd edition
既存の規格

11801-1 General ISO/IEC 11801

11801-2 Office ISO/IEC 11801

11801-3 Industrial ISO/IEC 24702

11801-4 Homes ISO/IEC 15018

11801-5 Data centres ISO/IEC 24764

11801-6 Distributed Services ISO/IEC TR 24704

1st CDの審議が終了し、2ndCD投票へ。

2017年初旬制定(予定)
出典元：ISO/IEC JTC 1/SC 25/WG3 (Cancun/Flatman)
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高速LANのIEEE規格 ２５G/４０GBASE-T

10GBASE-T 40GBASE-T 25GBASE-T(例)

ケーブ
リング

１００ｍ Ｃａｔ６Ａ ３０ｍ
Cat８

ISO Class I、Ⅱ
３０ｍ

Cat８
ISO Class I、Ⅱ

チャネル
周波数

５００MHｚ 2,000MHｚ 1,250MHｚ

・TIA TR-42.7、ISO/IEC JTC1/SC25/WG3にて
40GBASE-T、25GBASE-Tで使用する規格を開発している

・ダイレクト接続リンク・セグメントのサポートを要件としており、
リンク中の最大接続数は2ヶ所
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・2016年9月規格化予定

２５G/４０GBASE-T 規格化スケジュール

出典元：ISO/IEC JTC 1/SC 25/WG3 (Cancun/Flatman)
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ＰｏＥ 規格動向

・適用ネットワーク 10Base-T, 100Base-Tx, 1000Base-T, 

10GBASE-T(規格審議中)

・適用配線規格 ＡＮＳＩ/ＴＩＡ-568-Ｃ．２、ＩＳＯ／ＩＥＣ 11801

項目

ＰｏＥ
2003年制定

ＰｏＥ+
2009年制定

ＰｏＥ++ 
規格審議中(2017年制定予定) ＵＰｏＥ

Cisco固有
(ＰｏＥ規格外)

IEEE802.3af
(IEEE802.3at Type 1)

IEEE802.3at 
Type 2

ＩＥＥＥ802.3bt
Type 3

IEEE802.3bt
Type 4

受け(PD) 受け(PD) 受け(PD) 受け(PD) 受け(PD)

電力 12.95W 25.5W 49W 96W 60W

電流 Max 350mA/pair Max 600mA/pair Max 600mA/pair
Max 
1000mA/pair

600mA/pair

使用ケーブル Cat.3 以上 Cat.5e 以上 Cat.5e以上 Cat.5e 以上 Cat.5e 以上

使用する
ツイストペア

2ペア 2ペア 4ペア 4ペア 4ペア

・HDBase-T  (電流：1000mA、使用する対：4ペア、PD：96W)
Power over HDBase-T (POH) Ethernetを使ったオーディオ/ビデオ伝送技術
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ＰｏＥ：IEEE 802.3bt 規格化スケジュール

・2017年3月規格化予定
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出典元：ISO/IEC JTC 1/SC 25/WG3 (Cancun/Flatman)
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4ペアＰｏＥ 市場ターゲット

４ペアＰｏＥ 主な用途
電力量

(一般的)

Nurse Call Systems – HealthCare
ナースコールシステム - ヘルスケア

30-60Ｗ

Point Of Sale –Retail(POS – credit card readers and printers)
販売-小売り(POSレジ － カードリーダー等)

30-60Ｗ

IP Turrets – Banking, financial trade floor phone systems
IPタレット(銀行-金融トレード用電話システム)

45Ｗ

Building Management(Lighting Fixtures & Controllers, Access Controllers, etc.)

ビルマネージメント(照明器具-コントロール、アクセスコントロール等)
40-50Ｗ

Thin Clients, Virtual Desktop Infrastructure(VDI) terminals (High-end configuration)

シンクライアント、仮想デスクトップインフラ端末(ハイエンド環境設定)
～50W

Video Conferencing, Hospitality (e.g.,: PoE powered switches)
ビデオカンファレンス、サービス業

45-60Ｗ

IP Security Cameras (Pan, Tilt, Zoom cameras)
ＩＰセキュリティカメラ(パン-チルト-ズーム)

30-60Ｗ

Industrial (Brushless and Stepper drives, Motor control units)
工業用(モータ制御ユニット等)

30Ｗ以上

出典元：「4-PAIR POWER OVER ETHERNET CALL FOR INTEREST」 IEEE 802.3 Working Group)

12
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ＴＲ ２９１２５ Edition2.0
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TR 29125 Edition2.0:
情報技術 － 端末機器の遠隔給電に関する通信配線指針

・電流1000mA/ペアにおけるケーブル（26AWG、Category 5～
Category 7A）バンドルサイズと温度上昇
・チャネル要求
最大ループ抵抗
直流抵抗アンバランス（ペア）
直流抵抗アンバランス（ペア間）
・温度上昇軽減策

2nd WD審議了。PDTR投票へ、 ２０１８年３月制定（予定）

※ＴＩＡ：ＴＳＢ-１８４-Ａ

出典元：ISO/IEC JTC 1/SC 25/WG3 (Cancun/Flatman)
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Wifi 11ac Wave1 

Cat5eケーブル

1G
100ｍ

Wifi 11ac Wave1/Wave2

Cat5e又はCat6ケーブル

2.5G／5G
100ｍ

NGEABT

802.11ac Wave 1製品は、5GHzの周波数帯で最大1.3Gbpsの帯域幅を提供

802.11ac Wave 2製品は、5GHz帯で160MHzの広いチャネルを使って
3.5/6.9Gbpsを実現する

The Next Generation Enterprise Access BASE-T 
(NGEABT) IEEE 802.11ac Wave2

14

ボトルネック
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ケーブル
タイプ

1G 2.5G 5G 10G

Cat.5e 100m 100m※１ 70-100m※１ -

Cat.6 100m 100m※１ 100m※１ 55m ※２

Cat.6A 100m 100m 100m 100ｍ

・ケーブル最大配線長

The Next Generation Enterprise Access BASE-T 
(NGEABT) IEEE 802.11ac Wave2

802.11n 802.11n
802.11ac 

Wave1
802.11ac 

Wave2
802.11ac

IEEE仕様 IEEE仕様

帯域 2.4GHz & 5GHz 2.4GHz & 5GHz 5GHz 5GHz 5GHz

MIMO Single User(SU) Single User(SU) Single User(SU) Multi User(MU) Multi User(MU)

PHY 
Rate

450 Mbps 600 Mbps 1.3 Gpbs
2.34 Gbps -
3.47 Gbps

6.9 Gbps

・802.11ac Wave 2, Wave 1, and 802.11n

※１ TR 11801-9904（TSB-5021）による ※２ TR-24750（TSB-155）による

15
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NGEABT：IEEE802.3bz 規格化スケジュール

・2016年9月規格化予定

出典元：ISO/IEC JTC 1/SC 25/WG3 (Cancun/Flatman)
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敷設されたケーブリングシステムの状況

・敷設されたケーブリングシステムの割合は、
Cat5e、Cat6で８２％をしめている

・Cat.6A以上は１８％であり、大半の配線が
10GBASE-Tをサポートしていない

出典元：ISO/IEC JTC 1/SC 25/WG3 (Milano/Flatman)
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出典元：ISO/IEC JTC 1/SC 25/WG3 (Milano/Flatman)

８０２.１１ａｃ Ｗａｖｅ１、Ｗａｖｅ２ 出荷予測
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ISO/IEC TR 11801-9904

・敷設されたClass D、Class Eケーブリングシステムに対する
2.5G、5GBASE-T アプリケーションをサポートするガイドライン

・チャネルパラメータ
周波数：２５０ＭＨｚ

ＵＴＰ：ＴＣＬ、ＥＬＴＣＴＬ、シールド：カップリングアッテネーションが含まれる

・軽減（緩和）方法・・・パッチコード/コネクタ/ケーブルをＣｌａｓｓ ＥＡへ交換

・配線長とバンドル長に対する指針（エイリアンクロストーク）
・Annex A(informative：情報提供)
新しい配線はClass EA以上が望ましい

1st-WD 2016年3月目標（NP投票準備）、2017年3月制定予定

※ＴＩＡ：ＴＳＢ-5021

ISO/IEC TR 11801-9904

出典元：ISO/IEC JTC 1/SC 25/WG3 (Cancun/Flatman)
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ノイズ実験の目的

・Ｃａｔ.6Aケーブリングと電力線との離隔に関する
明確なガイドラインがなく、過去にツイストペアGにて
行った耐ノイズ性試験（バーストノイズによるパケット損失）を
10GBASE-Tで実施する。 参照規格： TIA-569-D

・電力線との平行距離が、少しの長さでも影響があるのか
確認をするため0.5mで行う。

・1000BASE-Tでは電力線との交差はパケット損失がなかったが、
10GBASE-Tも同様な結果なのか確認をする。

・水平ケーブルはシールド配線とし、パッチコードをＵ／ＵＴＰとした
場合のパケット損失についても確認する。

・ケーブルへストレスを加えた場合のパケット損失を確認する。
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実験構成

Ixia Optixia
XM2

Traffic Generator
(10GBase-SR)

Measuring Device
(10GBase-SR)

Switching HUB

10GBase-SR 10GBase-T
Fiber

Switching HUB

10GBase-SR 10GBase-T
Fiber

パッチコード

５ｍ

ノイズ発生装置

Ｎｏｉｓｅ

パッチコード
５ｍ

90m

２m

チャネル長100m

B側

A側

メディアコンバーター

ビットエラー試験機

メディアコンバーター
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離隔・平行配線、交差条件

ノイズ
発生装置

離隔距離
０㎜、５０㎜、１００㎜、

１５０㎜、３００㎜、５００㎜

０．５m

ケーブル
ノイズ

発生装置

ケーブル

１）平行配線 ２）交差

電力線電力線
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試験条件と合否判定基準

印加電圧 Ｅ１：５００Ｖ、Ｅ２/Ｅ３：１０００Ｖ
結合モード L, N, PE 全ラインへ一括
印加時間 1分間

通信パケット イーサフレーム ６４ｂｙｔ 2分4秒
１億パケット＠１０ＧＢＡＳＥ－Ｔ

判定基準 欠損パケット数の確認
影響を受けない離隔距離の確認

ケーブリング Ｕ／ＵＴＰ、 Ｆ／ＵＴＰ
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印加ノイズ ＩＥＣ６１０００－４－４

Ｖ
バースト継続時間：１５ｍｓ±２０％

バースト周期：３００ｍｓ±２０％

ｔ

Ｖ
繰り返し率(５ｋＨｚ又は２．５ｋＨｚ)

ｔ

Ｖ

ｔ

パルス幅：５０ｎｓ±３０％

９０％

５０％

１０％

立ち上がり時間：５ｎｓ±３０％

単一パルス波形

バースト内のパルス波形ＥＦＴ/Ｂ 波形

10～20MHｚ

高周波ノイズ
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稲田 他 「シャワリングノイズによる電子機器の障害の評価法」松下電工技報(Nov. 2002)

電気接点を開離した際に，接点間の断続的なアーク放電
によって高周波成分を含むトランジェントノイズ（シャワリングノイズ）
が発生し，電子機器の誤動作を引き起こすケースがある。

印加ノイズについて（文献）

住宅環境やオフィスなどで使用される
誘導性負荷の家電機器 〈１次測定結果〉 ブラシレスモータを使用した

家電機器（換気扇）
および，グローランプ式蛍光灯を
負荷とした際のシャワリングノイズの
レベルが高い

〈2次試験結果〉
換気扇8 機種，
グローランプ式蛍光灯2 機種
・天井用換気扇

875 V（平均値： 744 V）
・グローランプ式蛍光灯

1094 V（平均値： 902 V）

26
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Electromagnetic
E1 E2 E3

一般的オフィス環境で
通常の配線システム

軽度の工業用環境 工場等の劣悪な工業用環境

ＥＮ(IEC) 61000-4-2
静電気放電イミュニティ-
接触放電（0.667μC）

4kV 4kV 4kV

ＥＮ(IEC) 61000-4-2
静電気放電イミュニティ-
気中放電（0.132μC）

8kV 8kV 8kV

ＥＮ(IEC) 61000-4-3
放射無線周波
電磁界イミュニティ

3 V/m at 80 - 1,000MHz
3 V/m at 1,400 – 2,000MHz
1 V/m at 2,000 – 2,700MHz

3 V/m at 80 - 1,000MHz
3 V/m at 1,400 – 2,000MHz
1 V/m at 2,000 – 2,700MHz

10 V/m at 80 - 1,000MHz
3 V/m at 1,400 – 2,000MHz
1 V/m at 2,000 – 2,700MHz

ＥＮ(IEC) 61000-4-4
電気的ファストトランジェント／
バーストイミュニティ

500 V 1000 V 1000V

ＥＮ(IEC) 61000-4-5
サージイミュニティ

500 V 1,000 V 2,000 V

ＥＮ(IEC) 61000-4-6
無線周波電磁界によって誘導する
伝導妨害に対するイミュニティ

3 V
at 150kHz – 80 MHz

3 V
at 150kHz – 80 MHz

10 V
at 150kHz – 80 MHz

ＥＮ(IEC) 61000-4-8
電源周波数磁界イミュニティ
（50/60Hz）

1 A/m 3 A/m 30 A/m

MIC等級 (Mechanical, Ingress, Climatic and chemical, Electromagnetic)

ISO/IEC 24702, TIA-1005, EN 50173-3

27
27
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実験風景写真

パナソニック株解析センター 門真EMCサイト
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実験結果 １） 平行配線
Ｃａｔ．６A Ｕ／ＵＴＰ、E1

0 50 100 150 300 500 850 1500

1A→B2 28743 28532 27464 25608 22455 14699 0 0

2B→A1 29513 29086 28646 27162 24515 21953 14261 0

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

100000

パ
ケ
ッ
ト

Lo
ss

離隔距離（㎜）

Cat.6A U/UTP
電力線との平行配線 0.5m、印加電圧５００Ｖ（Ｅ１）

離隔距離とパケット損失

パケット損失 0.03％

10GBASE-T
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過去の実験結果との比較

30

Ｃａｔ．６単線 １ｍ平行配線　離隔距離とパケット損失の関係

0

5000

10000

15000

20000

25000

0 25 50 75 100 125 150

離隔距離(mm)

l
o
s
s

200V loss

350V loss

400V loss

1000BASE-T：Cat.6 U/UTP

出典：JEITA 情報配線システムの耐ノイズ性と
ネットワークシステムへの影響 2006

0 50 100 150 300 500

1A→B2 24986 22790 21379 10248 0 0

2B→A1 26325 23450 21798 20396 351 0

0

5000

10000

15000

20000

25000

パ
ケ
ッ
ト

Lo
ss

離隔距離（㎜）

Cat.6A U/UTP 平行配線 0.5m

離隔距離とパケット損失の関係

印加電圧 200V

10GBASE-T：Cat.6A U/UTP
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0 50 100 150 300 500 850 1500

1A→B2 0 1 1 0 1 1 0 0

2B→A1 3 4 2 4 13 13 17 0

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

100000

パ
ケ
ッ
ト

Lo
ss

離隔距離（㎜）

Cat.6A F/UTP 両端接地
電力線との平行配線 0.5m、印加電圧５００V（Ｅ１）

離隔距離とパケット損失

10GBASE-T

実験結果 ２） 平行配線 両端接地
Ｃａｔ．６A F／ＵＴＰ、E1
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0 50 100 150 300 500 850

1A→B2 2 0 1 0 0 1 0

2B→A1 19566 16336 4196 3 8 5 10

0
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30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

100000

パ
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ッ
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ss

離隔距離（㎜）

Cat.6A F/UTP 両端接地
電力線との平行配線 0.5m、印加電圧1000V（E2/3）

離隔距離とパケット損失

10GBASE-T

実験結果 ３） 平行配線 両端接地
Ｃａｔ．６A F／ＵＴＰ、E2/3
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①両端パッチコード Ｕ／ＵＴＰ

実験結果 ４） 水平ケーブル Ｆ／ＵＴＰ、
パッチコード U/UTP 又は F/UTP

②ノイズに近い側 Ｕ/ＵＴＰ、遠い側 Ｆ／ＵＴＰ

ネットワーク機器
Ａ端

パッチパネル

Ｕ／ＵＴＰケーブル Ｕ／ＵＴＰケーブル

シールドケーブル

バーストノイズ パッチパネル
ネットワーク機器

Ｂ端

ネットワーク機器
Ａ端

パッチパネル

Ｕ／ＵＴＰケーブル Ｆ／ＵＴＰケーブル

シールドケーブル

バーストノイズ パッチパネル

ネットワーク機器
Ｂ端

③ノイズに近い側 Ｆ／ＵＴＰ、遠い側 Ｕ／ＵＴＰ

ネットワーク機器
Ａ端

パッチパネル

Ｆ／ＵＴＰケーブル Ｕ／ＵＴＰケーブル

シールドケーブル

バーストノイズ パッチパネル
ネットワーク機器

Ｂ端
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実験結果 ４） 水平ケーブル Ｆ／ＵＴＰ、
パッチコード U/UTP 又は F/UTP

10GBASE-T

0
10000
20000
30000
40000
50000
60000
70000
80000
90000

100000

両F/UTP ①両端U/UTP ②ノイズ近U/TP

遠F/UTP

③ノイズ近F/UTP

遠U/UTP

1A→B2 0 31386 33093 10

2B→A1 3 33340 30117 0

パ
ケ
ッ
ト

Lo
ss

パッチコードU/UTP又はF/UTP

印加電圧500V(E1)
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0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

100000

U/UTP F/UTP

1A→B2 24907 2

2B→A1 27005 10

パ
ケ
ッ
ト
Ｌ
ｏ
ｓ
ｓ

Cat.6A U/UTP, F/UTP 交差

印加電圧５００V（E1)

実験結果 ６）交差 Ｃａｔ．６A
Ｕ／ＵＴＰ、Ｆ／ＵＴＰ、E１

10GBASE-T
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パケットエラーは、ITU-T Y.1541 Table 1より
IPパケットロス：1 × 10–3 ：0.1％以下

パケットエラー ＩＴＵ－Ｔ Ｙ.1541規格

出典元：ITU-T Y.1541
Internet protocol aspects – Quality of service and network performance -Table 1

パケットロスにつきましては、設計者、エンドユーザー様等により判断
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信
号
レ
ベ
ル

0V

1V

-1V

10Base-T        100BASE-TX 1000BASE-T                          10GBASE-T

Manchester Coding          MLT-3         PAM 5                          PAM 16

0.27V0.81V

10 MHz

IL= 6.5 dB

20 MSymbols/s          125 MSymbols/s  125 MSymbols/s                800 MSymbols/s 

スペクトル
帯域幅

31 MHz

IL= 11.4 dB 62 MHz

IL= 16.3 dB

0.08V

417 MHz

IL= 44.7 dB

0.0008V

50x

10GBASE-T, 1000BASE-Tの信号レベル

１０GBＡＳＥ-Tの信号レベルは１０００BＡＳＥ-Tに比べ1/100である

ノイズ

37
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10GBASE-T 耐ノイズ性能考察
～バーストノイズ（シャワリングノイズ）がある環境では～

38

・電力線との平行距離が0.5m、離隔距離100㎜以上において、
Ｆ／ＵＴＰではパケット損失が発生しなかったが、Ｕ／ＵＴＰでは発生した。
※パケット損失は、ＩＴＵ規格の0.1%以下であった。

・電力線との交差では、Ｆ／ＵＴＰではパケット損失が発生しなかったが
Ｕ／ＵＴＰにおいて発生した。

・シールド配線へパッチコードをＵ／ＵＴＰにした場合パケット損失が発生した。

・ノイズ印加前と印加後のパケット損失時において、フィールドテスタによる
比較を行ったが、各パラメータ（ＮＥＸＴ、ＲＬ、ＩＬ等）のマージン変化は
見られなかった。

・ケーブルへのストレスによりパケット損失が発生した。

今後の検討課題：スループット（ＴＣＰ）による検証結果の比較
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注意事項

これらの実験結果は、特定の条件によるものであり
全てのノイズ条件・環境条件下で同様の数値・結果が
得られない可能性が有ります。

本実験結果は、複雑なノイズ問題を解決する為の
指標・参考としてご使用願います。
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Ａｇｅｎｄａ

最新規格動向

１０Ｇノイズ耐性試験結果情報

１

２

カップリングアッテネーション試験結果情報３
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カップリングアッテネーション測定

4141
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エイリアンクロストークと
カップリングアッテネーションについて

42

●測定の理由
・ISO/IEC 11801 2nd では、シールド配線において「カップリング
アッテネーション」というパラメータが含まれており、
このパラメータの要件を満たすことでエイリアンクロストーク
（以下ＡＸＴ）に適合すると明記されているため、ツイストペアGとして
測定を行い、欧州の第三者認証機関でも測定して確認をする。

●測定
第三者認証機関 GHMT社(ドイツ)

パナソニック解析センター(篠山ＥＭＣサイト)

●測定ケーブル
Cat.6A F/UTP

42
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6.4.15 エイリアンクロストーク（エイリアン漏話）
6.4.15.1 一般
次のエイリアンクロストークの要求値は，クラス EA及び FAだけに適用する。
クラス F のエイリアンクロストークは，クラス EAで規定するエイリアンクロストークと
同じである。クラス E のエイリアンクロストークについての指針は，ISO/IEC TR24750

に示される。
クラス EA又はクラス Fチャネルの結合減衰量が，表 23の値よりも 10 dBよい，又は
クラスFAの結合減衰量が，表 23の値よりも25 dBよい場合，6.4.15の要求値は，
設計によって適合する。

●規格には測定は不要と明記されていないが、ISO/IEC11801では、
シールド配線において「チャネルカップリングアッテネーションが
要件を満たしていれば、エイリアンクロストークの規格に適合
する」 となっている。

エイリアンクロストークと
カップリングアッテネーションについて(規格)

4343

※JIS X 5150：2016（仮称）より引用
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カップリングアッテネーション測定方法

Near-end側

Far-end側

吸収クランプ ケーブル：100m

・IEC 62153-4-5 吸収クランプ法

44

吸収クランプ

44
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ツイストペアＧメンバーによる
カップリングアッテネーション測定風景写真

実験室での100mケーブルの試験

6m

バラン

終端抵抗
吸収クランプ

4545

パナソニック株解析センター篠山 EMCサイト
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チャネルカップリングアッテネーション
試験条件

第三者認証機関 ＧＨＭＴ社（ドイツ）
パナソニック㈱ 篠山ＥＭＣサイト

判定基準 チャネルカップリングアッテネーション
+１０ｄＢ以上

ケーブリングシステム シールドシステム Ｆ／ＵＴＰ
①ベンダーＡ ②ベンダーＢ
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ベンダーＡ チャネルカップリングアッテネーション
欧州第三者認証機関による測定結果

47

チャネルカップリング
アッテネーション規格に
合格、+10ｄＢ規格に
合格

↓
エイリアンクロストークに
適合
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ベンダーＢ チャネルカップリングアッテネーション
欧州第三者認証機関による測定結果

チャネルカップリング
アッテネーション規格には
合格、+10ｄＢ規格には
不合格
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ベンダーＡ ＡＸＴ測定結果 ＰＳ ＡＮＥＸＴ

十分なマージンを有している
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ベンダーＡ ＡＸＴ測定結果 ＰＳ ＡＡＣＲ－Ｆ

十分なマージンを有している
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ベンダーＢ ＡＸＴ測定結果 ＰＳ ＡＮＥＸＴ

十分なマージンを有している
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ベンダーＢ ＡＸＴ測定結果 ＰＳ ＡＡＣＲ－Ｆ

十分なマージンを有している
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・シールドケーブルの種類により、チャネルカップリング
アッテネーションの結果が異なった。

・+１０ｄB規格に合格したベンダーAについて、ＡＸＴは十分な
マージンがあった。→ＡＸＴへ適合しているが、ＡＸＴ測定有無は、
顧客の品質要求による。

・＋１０ｄB規格に不合格であっても、ＡＸＴは十分なマージンがあった。
但し、規格に準じたＡＸＴ測定が必要。

・ツイストペアＧメンバーで測定した結果、フィールドにて簡単に
測定できるパラメータではない。
→カップリングアッテネーションは、ケーブル、パッチコード、コネクタ等、
メーカ毎に性能が異なるため、供給メーカ・ケーブリングシステム
設計者へデータの問い合わせをしてください。

・今後の課題：カップリングアッテネーションの優位性について

カップリングアッテネーション結果考察
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問合せ先

一般社団法人 電子情報技術産業協会

情報配線システム標準化専門委員会

ツイストペア情報配線システム標準化G

TEL：03-5218-1057

E-mail: k-kitada@jeita.or.jp 

54

情報配線業界の発展のため業界各社の
皆様の参加をお待ちしております。


